
第１学年 国語科 学習指導案
日 時 平成２４年９月２０日（木）

対 象 第１学年５組 ３９名

授業者 教諭 磯部 博子

場 所 ４階 １年５組教室

１ 単元名 「きちんとした形式の手紙を書く」

２ 単元の目標

調べ学習や体験学習等でお世話になった人たちに、あらたまった手紙の形式を踏まえ

ながら 心を込めて、具体的な例を加えてお礼の手紙を書く。

【関連する指導事項】

ウ 伝えたい事実や事柄について、自分の考えや気持ちを根拠を明確にして書く。

エ 表記や語句の用法、叙述の仕方などを確かめて、読みやすく分かりやすい文

章にする。

３ 単元設定の理由

「総合」の時間等で、調べ学習・体験学習に取り組むケースは、１学年でも多く見られ

る。お世話になった人たちにお礼状を書き感謝の気持ちを伝える場面も、発生することだ

ろう。小学校第３学年及び第４学年で、「エ 目的に合わせて礼状などの手紙を書くこと」

は学んできているが、中学生となった段階でのお礼状は、大人への第一歩としてあらたま

った手紙の形式を踏まえて書かせたい。

そこで、まず手紙の形式を指導してから、心のこもった手紙を書くことに取り組みたい

と考えた。その指導の際、辞書を使いながら自らの力で新しい言葉を知り、関連する言葉

を見つけたり説明のページを見つけたりする等辞書使いこなす力も合わせてつけさせたい

と考えた。また、自分の気持ちの根拠を明確にさせるため、手紙の文章に具体的なエピソ

ードを加えるという指導にも取り組むため、本単元を設定した。

４ 単元の指導計画・評価計画（２時間扱い）

時 ね ら い 学 習 活 動 評価規準・評価方法

１ あらたまった形式の 体 験学習 でお世話 になった 人

本時 手紙の書き方を知る。 にお礼状を書くために、手紙の ・ワークシート

形式を辞書を使って学ぶ。

２ あらたまった形式を 具体的なエピソードを加えな ・ 伝えたい事柄を

踏まえながら、心のこ がら伝えたい事柄を、心を込め 根拠を明確にして

もった手紙を書く。 て書く。 書いているか。

書 い た 手 紙 を 推 敲 す 書いた手紙を読み返し、表記 （手紙の記述）

る。 や語句の用法等を推敲する。 ・推敲しているか。



５ 本時の学習指導 （１／２時間目）

学 習 活 動 留 意 点 評価規準・評価方法

導 ・ 体験学習等でお世話に ・ 大人の手紙で知ってい

なった人にお礼状を書く ることを発言させ、実体

入 にあたり、きちんとした 験と結びつかせるように

形式のお礼状を書くこと する。

を伝える。

・ あらたまった形式の手 ・ 説明を聞くだけという ・ 辞書を使いなが

展 紙に使 われる言葉を調べ 受け身的な学習にならな ら、自分の言葉の

る。 いようにする。 世界を広げようと

・ 辞書で調べながら、言 しているか。

葉への興味関心を広げて （ワークシート）

開 いくようにする。

・ 中学生らしい時候のあ

・ いい時候のあいさつを いさつが出るように考え

考える。 させる。

ま ・ 本時の振り返りと次 ・ 本文に、具体的なエピ

と 回、実際にお礼状を書く ソードを加えるよう、指

め ことを伝える。 示しておく。


